
会員数　　　　1,250
名商工業者数　2,327 名
組織率　　　　53.7%    （平成 22年 3月 1日現在）

〒196-0033 東京都昭島市東町3-6-1産業サポートスクエア・TAMA
TEL:042-500-1140　FAX:042-500-1421
URL:http://www.shokokai-tokyo.or.jp/
E-mail:rengokai@shokokai-tokyo.or.jp

CONTENTS

●第50回通常総会を開催
●40歳過ぎから50歳までの青年部OBを正会員に
　東京都商工青年同友会を発足
●躍進を目指して わが社の「経営革新計画」 ㈱タナビキ
●多摩・島しょ地域のイベント Part39

東大和市
商工会
DATE

編集／発行　東京都商工会連合会

商工会は

▲小平商工会の猪熊勇一会長（前列中央）と職員の皆さん

行きます 聞きます 提案します

「コダイラブランド」認定事業「コダイラブランド」認定事業
　小平商工会では、特色・特徴ある市内の
商品・サービス等を「コダイラブランド」
として認定しております。現在までに２９の
認定品が生まれ、それらを「コダイラセレク
ション」という冊子をつくり市内全戸配布し、
市民の方にＰＲしています。
　認定品の中には地域資源となっている
「ブルーベリー」、「丸ポスト」を絡めたもの
も多くあります。
　また、農業関係の商品もあり、地域の
特色のある商品のラインアップになってい
ます。
　今年度は「コダイラブランド」が市内に
ある、大学、各種施設に「小平のお土産」
として販路が拡がるような展開を進めて
いく計画となっています。

小平商工会ラインアップし、市民にＰＲ

ワインあり、日本酒あり…とテーブルに並べられたコダイラブランドの数々

ブルーベリー農園での収穫

「コダイラブランド セレクション ２０１１」

東日本大震災の対応に全力で
臨んでいます
東日本大震災の対応に全力で
臨んでいます
東日本大震災で都議会自民党、公明党、民主党に
「震災の影響による経営危機の改善を目的とする融資
制度の創設」など６項目を要望
車で１千５百キロを走り、鶴田副会長らが女川町（宮城県）、
山田町（岩手県）両商工会へテントなどの支援用品を届ける
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三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
以
後
、

事
業
環
境
が
大
き
く
様
変
わ
り
し
、
乗
り

越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
経
営
課
題
が
増

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
は

防
災
へ
の
弱
点
を
改
め
て
浮
き
彫
り
に
し

ま
し
た
。
当
連
合
会
は
こ
う
し
た
課
題
に

対
応
し
事
態
を
改
善
し
て
い
く
た
め
に
、

三
役
と
事
務
局
長
ら
が
五
月
十
六
日
に
都

議
会
自
由
民
主
党
を
、
五
月
二
十
五
日
に

は
都
議
会
公
明
党
を
訪
ね
て「
震
災
の
影

響
に
よ
る
経
営
危
機
の
改
善
を
目
的
と
す

る
融
資
制
度
の
創
設
」
な
ど
六
項
目
に
つ

い
て
要
望
書
を
提
出
し
、
実
現
を
求
め
ま

し
た
。
民
主
党
へ
は
要
望
書
を
郵
送
で
提

出
し
ま
し
た
。

　
要
望
は「
被
害
の
状
況
」、「
復
旧
や
復

興
に
向
け
必
要
な
こ
と
」、「
効
果
的
な
支

援
策
」、「
夏
電
力
不
足
へ
の
対
応
」、「
電

力
不
足
に
対
す
る
支
援
」、「
被
災
地
支
援

の
取
組
」、「
今
後
の
震
災
へ
の
備
え
」、「
目

指
す
べ
き
高
度
防
災
都
市
」
の
八
項
目
に

つ
い
て
翼
下
二
十
七
商
工
会
か
ら
会
員
各

位
に
聴
き
取
り
、
別
掲
の
六
項
目
に
ま
と

め
た
も
の
で
す
。

　
「
被
害
の
状
況
」
で
は
①
売
上
や
受
注

の
減
少
②
材
料
や
資
材
の
不
足
③
娯
楽
の

自
粛
等
に
よ
る
来
客
の
減
少
④
予
約
や
受

注
の
キ
ャ
ン
セ
ル
の
発
生
⑤
計
画
停
電
に

よ
る
操
業
停
止
が
数
の
多
い
指
摘
と
な
り

ま
し
た
。

　
「
復
旧
や
復
興
に
向
け
必
要
な
こ
と
」

と
し
て
多
か
っ
た
の
は
資
金
繰
り
の
確
保
、

自
粛
ム
ー
ド
の
解
消
、
安
定
し
た
電
力
の

供
給
で
す
。
夏
電
力
不
足
へ
の
対
応
で
は

多
く
が「
消
灯
な
ど
の
節
電
の
徹
底
」
を

上
げ
ま
し
た
。
今
後
の
震
災
へ
の
備
え
で

多
か
っ
た
の
は
電
気
・
水
な
ど
の「
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
」
の
強
化
、
建
物
の
耐
震
強
化
、

燃
料
や
資
材
等
の
確
保
対
策
で
す
。

東日本大震災の対応に
　
　
　
　
　
　  

で
都
議
会
自
民
党
、公
明
党
、民
主
党
に
「
震
災
の
影
響
に
よ
る

経
営
危
機
の
改
善
を
目
的
と
す
る
融
資
制
度
の
創
設
」な
ど

1 、�震災の影響による経営危機の改善を目的とする融資制度の創設について
2 、�原発事故による電力不足を補うため、夏場の電力供給量を上回らない
ように節電を呼び掛けるとともに、電力の具体的な使用制限やガイド

　　ラインを設けるなどの具体化について
3 、�太陽光発電等発電システム導入を促進する助成金制度の創設について
4 、節電省エネ設備の償却期間の短縮について
5 、�消費活動に支障のある行き過ぎた自粛ムードの解消について
6 、風評被害の防止と早期解消について

要 望

３
役
ら
が
都
議
会
を
訪
問  

簡
易
テ
ン
ト
の
被
災
地
へ
の
送
付
も
表
明

　
自
民
党
へ
は
桂
敎
夫
会
長
、
加
藤
政
治

副
会
長
、
井
上
敏
夫
副
会
長
、
長
谷
川
登

専
務
理
事
、
吉
澤
実
事
務
局
長
が
、
公
明

党
へ
は
桂
敎
夫
会
長
、
加
藤
政
治
副
会
長
、

長
谷
川
登
専
務
理
事
、
吉
澤
実
事
務
局
長

が
訪
ね
ま
し
た
。

　
要
望
に
つ
い
て
は
自
民
党
、
公
明
党
と

も
党
側
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
す
る
形
で
行
わ

れ
、
ま
ず
党
側
が
挨
拶
、
要
望
を
聴
く
趣

旨
な
ど
を
説
明
。
こ
れ
に
対
し
当
連
合
会

は
桂
会
長
が
挨
拶
、
こ
の
後
、
吉
澤
事
務

局
長
が
要
望
書
に
沿
っ
て
内
容
を
説
明
、

要
望
の
実
現
を
求
め
ま
し
た
。
こ
の
後
、

意
見
を
交
換
、
こ
の
中
で
桂
会
長
は
被
災

し
た
岩
手
、
宮
城
、
福
島
県
へ
の
応
援
と

し
て「
不
要
に
な
っ
た
簡
易
テ
ン
ト
を
集

め
て
現
地
に
送
る
取
り
組
み
を
す
る
」
こ

と
な
ど
を
表
明
、
支
援
を
求
め
ま
し
た
。

要
望
六
項
目
は
上
記
の
通
り
で
す
。

全力で臨んでい
ます

６
項
目
を
要
望

東
日
本
大
震
災

「災害緊急」

対象企業

東日本大震災の被害を受け
た中小企業や、契約解除等で
売上が減少している中小企業

（区市町村長の認定が必要）
融資限度額 2 億8000 万円

融資期間 10 年以内

金 利 2.0％以内

信用保証料 都が半額補助

問 合 先
東京都産業労働局金融部
金融課
03-5320-4877

　東京都は新たな制度融資「災害緊急」の取り
扱いを5月23日から開始しました。「災害緊急」
は東日本大震災の影響により業況が悪化して
いる中小企業が対象で、都制度融資の最優遇
金利が適用されます。
　災害関係保証、セーフティネット保証と合わ
せて無担保で1億6千万円、最大で5億6千万円
まで一般保証とは別枠で利用できる国の「東
日本大震災復興緊急保証」に対応した融資で
す。融資の概要は下表の通りです。

「災害緊急」融資 を 新設
東京都が

都議会自民党で行った要望



　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　　
　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　　
　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　　
　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

とうきょう商工連プラザ  Vol.300 
TOKYO SHOKOKAIRENGOKAI NEWS

3
2011 年（平成 23 年）7 月1日

　

当
連
合
会
は
、東
日
本
大
震
災
で
被
害

を
受
け
た
商
工
会
、会
員
事
業
所
を
積
極
的

に
支
援
し
て
い
こ
う
、と
鶴
田
和
男
副
会
長

ら
六
人
が
六
月
十
一
、十
二
の
両
日
、車
で

一
千
五
百
キ
ロ
を
走
り
、宮
城
県
の
女
川
町

商
工
会
と
岩
手
県
の
山
田
町
商
工
会
に
支

援
用
品
を
届
け
ま
し
た
。宮
城
県
商
工
会
連

合
会
、岩
手
県
商
工
会
連
合
会
と
頻
繁
に

連
絡
を
取
り
、両
商
工
会
に
届
け
る
こ
と
に

し
た
も
の
で
す
。

　
届
け
た
の
は
女
川
が
二
人
乗
り
の
軽
ト

ラ
ッ
ク
一
台
、山
田
が
三
人
乗
り
の
小
型
貨

物
自
動
車
一
台
、両
商
工
会
に
共
通
す
る
も

距
離
が
あ
っ
た
た
め
、流
さ
れ
る
こ
と
は
無

か
っ
た
も
の
の
、街
は
火
災
が
発
生
、焼
け

焦
げ
た
駅
な
ど
が
不
気
味
な
姿
を
み
せ
て

い
ま
し
た
。

　
午
後
一
時
に
山
田
町
を
出
発
、六
人
が
一

台
の
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
カ
ー
に
乗
り
、午
前
一

時
に
無
事
帰
還
し
ま
し
た
。　

東
日
本
大
震
災
で
被
害
を
受
け
た
商
工
会
、会
員
事
業
所
を
積
極
的
に
支
援
へ

車
で
一
千
五
百
キ
ロ
を
走
り
、鶴
田
副
会
長
ら
が
女
川
町
（
宮
城
県
）、

山
田
町
（
岩
手
県
）両
商
工
会
へ
テ
ン
ト
な
ど
の
支
援
用
品
を
届
け
る
被災地を
目の当た

りに

ボデーに「支援物資搬送車」の
ステッカーも貼って出発の準備

の
と
し
て
テ
ン
ト
、長
机
・
椅
子
、手
提
げ

金
庫
、ブ
ル
ー
シ
ー
ト
、そ
の
他（
ホ
ワ
イ

ト
ボ
ー
ド
、台
車
な
ど
）で
す
。寄
贈
の
軽
ト

ラ
ッ
ク
、小
型
貨
物
自
動
車
に
積
み
こ
め
な

い
も
の
は
チ
ャ
ー
タ
ー
便
で
そ
れ
ぞ
れ
の

商
工
会
に
送
り
ま
し
た
。

　

呼
び
掛
け
を
当
連
合
会
の
翼
下
二
十
七

商
工
会
に
行
い
、商
工
会
、会
員
事
業
所
の

皆
さ
ん
を
基
本
に
提
供
を
受
け
ま
し
た
。軽

ト
ラ
ッ
ク
、小
型
貨
物
自
動
車
は
自
ら
鶴
田

副
会
長
が
手
当
て
、う
ち
小
型
貨
物
自
動
車

は
自
身
の
会
社
で
使
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

　

十
一
日
は
六
人
が
寄
贈
用
の
二
台
と
も

う
一
台
の
合
計
三
台
に
分
乗
し
午
前

三
時
に
出
発
、途
中
、石
巻
河
南
イ
ン

タ
ー
で
貝
山
涼
一
宮
城
県
商
工
会
連

合
会
事
務
局
長
の
出
迎
え
を
受
け
、

女
川
町
商
工
会
に
は
十
一
時
半
に
到

着
、建
て
ら
れ
た
ば
か
り
の
プ
レ
ハ
ブ

の
仮
事
務
所
で
高
橋
正
典

会
長
ら
と
交
換
し
ま
し
た
。

挨
拶
で
鶴
田
副
会
長
は「
一

緒
に
な
っ
て
頑
張
っ
て
い

け
れ
ば
」と
励
ま
し
、高
橋

会
長
は「
若
い
皆
様
を
励

ま
し
な
が
ら
復
興
に
向
け

て
頑
張
っ
て
い
る
」と
実
情

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

交
換
後
、四
階
の

ビ
ル
を
超
え
る
津

波
の
あ
っ
た
鷲
神
地

区
を
視
察
し
ま
し

た
。建
物
が
無
く
な

り
、瓦
礫
の
片
付
け

が
進
む
悲
惨
な
姿
に

は
息
を
飲
み
ま
し
た
。

ま
た
、商
工
会
館
四
階
の
屋
上
に
設
置
を
し

た
、四
、五
㍍
の
高
さ
が
あ
る
給
水
塔
に
登

り
、難
を
逃
れ
た
職
員
の「
一
時
は
諦
め
、ネ

ク
タ
イ
を
外
し
て
家
族
へ
の
遺
品
と
し
て

塔
に
結
び
付
け
た
」と
の
体
験
談
に
は
皆
の

心
に
衝
撃
が
走
り
ま
し
た
。

　

十
二
日
は
宿
泊
し
た
花
巻
の
ホ
テ
ル
に

桐
田
武
岩
手
県
商
工
会
連
合
会
事
務
局
長

の
出
迎
え
を
受
け
、山
田
町
商
工
会
に
は
十

時
半
に
到
着
。阿
部
幸
栄
会
長
ら
と
交
換
。

鶴
田
副
会
長
は「
今
回
が
ス
タ
ー
ト
な
の
で

良
い
付
き
合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
応
援
の
言
葉
を
述
べ
、阿
部
会
長
は
震
災

で
商
工
会
の
役
割
が
改
め
て
見
直
さ
れ
た

こ
と
を
紹
介「
今
回
ほ
ど
互
い
に
商
工
会
の

存
在
意
義
を
会
員
が
認
識
し
た
こ
と
は
な

い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
山
田
町
商
工
会
は
会
館
が
海
か
ら
若
干
、

「
復
興
応
援
の
ぼ
り
旗
」の
作
製
も

商
工
会
、青
年
部
、女
性
部
で
も
東
日

本
大
震
災
支
援
の
様
々
な
取
り
組
み

６月６日で当連合会への義援金は
に、全国商工会連合会では　　　　　　　　　　にな
りました。引き続きよろしくお願い致します。

間断なく続いています!!東日本大震災義援金の寄付
２１，４１９，２４５円

７５０，４７１，８９４円

　

当
連
合
会
翼
下
商
工
会
、青
年
部
、女
性

部
で
も
東
日
本
大
震
災
支
援
の
様
々
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。義
援
金
に
つ
い

て
も
募
金
箱
を
設
置
し
て
と

い
う
の
は
勿
論
で
す
が
、「
市

と
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト

を
共
催
、売
上
金
の
一
部
を
義

援
金
と
し
て
拠
出
」（
調
布
市
）、

「
復
興
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を

発
行
、売
上
の
一
部
を
義
援
金

に
」（
小
平
）「
カ
ー
ド
事
業
で
の

募
金
活
動
＝
運
営・カ
ー
ド
ポ

イ
ン
ト
で
の
拠
出
）」（
あ
き
る

野
）と
色
々
な
取
り
組
み
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
金
井
市
商
工
会
と
小
金

井
商
店
街
連
合
会
と
が「
復
興

応
援
の
ぼ
り
旗
」五
百
本
を
作

製
、旗
の
販
売
で
得
た
利
益（
一

本
二
千
円
）を
被
災
地
に
送
る

と
い
っ
た
事
業
も
あ
り
ま
す
。

互いに絆を確認  左が鶴田副会長
（山田町商工会）

仮事務所で会長らと挨拶（女川町商工会）

悲惨な姿を晒す商工会所有車（女川町商工会）
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当
連
合
会
は
五
月
二
十
七
日
、
立
川
市

内
の
ホ
テ
ル
で
第
五
十
回
通
常
総
会
を
開

催
。
平
成
二
十
二
年
度
事
業
報
告
書
・
一

般
会
計
収
支
決
算
書
な
ど
六
議
案
を
上
程
、

全
議
案
の
承
認
を
得
ま
し
た
。
六
号
議
案

の
平
成
二
十
三
年
度
事
業
計
画
の
変
更
で

は
計
画
の
基
本
方
針
で
小
規
模
事
業
者
へ

の
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
影
響
を
取
り
上

げ
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
、
計
画
の
重
点

項
目
で「
東
日
本
大
震
災
に
対
す
る
支
援

の
強
化
」
を
加
え
、
項
目
の
ト
ッ
プ
に
持

っ
て
く
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
五
号
議
案

の
役
員
補
欠
選
任
で
は
理
事
二
人
が
退
任
、

後
任
に
田
中
宏
清
瀬
商
工
会
長
、
信
山
重

弘
東
京
都
商
工
会
青
年
部
連
合
会
会
長
を

会
長
）の「
粛
々
と
商
工
業
の
発
展
の
た
め

に
頑
張
っ
て
い
く
こ
と
が
復
興
へ
の
支
援

の
王
道
か
と
思
っ
て
い
る
」
と
の
開
会
の

辞
で
始
ま
り
、
議
長
に
内
山
健
治
理
事（
国

立
市
）を
選
出
、
議
事
を
進
行
し
ま
し
た
。

　
六
議
案
は
二
十
二
年
度
事
業
報
告
書
・

一
般
会
計
収
支
決
算
書
な
ど
の
ほ
か
に

二
十
二
年
度
商
工
貯
蓄
共
済
事
業
報
告
書
、

同
事
業
特
別
会
計
損
益
計
算
書
、
平
成

二
十
二
年
度
東
京
都
商
工
会
連
合
会
・
東

京
都
小
規
模
事
業
経
営
支
援
事
業
費
補
助

金
特
別
会
計
収
支
決
算
書
、
貸
借
対
照
表

な
ど
で
す
。議
案
審
議
で
は
事
務
局
が
議

案
を
説
明
、全
員
一
致
に
よ
り
全
て「
異
議

な
し
」
の
発
声
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

二
十
二
年
度
の
収
支
決
算
額
は
四
億
八
百

三
十
六
万
五
千
二
百
六
十
九
円
、
執
行
率

八
九・九
％
で
し
た
。

選
任
し
ま
し
た
。
挨
拶
で
会
長
は「
諸
々

の
組
織
が
今
こ
そ
も
う
一
回
、
立
ち
止
ま

っ
て
前
を
見
つ
め
て
リ
セ
ッ
ト
す
る
時
」

と
し
た
上
で「
地
域
も
皆
で
立
て
直
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
と
き
地
域

の
主
導
者
は
行
政
と
産
業
界
で
あ
ろ
う
」

と
商
工
会
が
地
域
の
要
と
な
っ
て
地
域
活

性
化
に
取
り
組
む
よ
う
、
各
会
長
に
一
層

の
健
闘
を
求
め
ま
し
た
。

　
総
会
後
の
懇
親
会
に
は
東
京
都
の
山
手

斉
産
業
労
働
局
商
工
部
長
ら
行
政
、
金
融
、

関
係
機
関
か
ら
二
十
人
の
来
賓
が
出
席
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

開
会
に
先

立
ち
、
総
会

で
は
全
員
が

起
立
、
東
日

本
大
震
災
で

亡
く
な
ら
れ

方
へ
黙
祷
を

捧
げ
ま
し
た
。

総
会
は
村
越

政
雄
副
会
長

（
小
金
井
市

第50 回
通常総会を開催

６
議
案
全
て
が
承
認
、23
年
度
事
業
計
画
を

変
更
し
、重
点
項
目
に
「
東
日
本
大
震
災
に

対
す
る
支
援
の
強
化
」を
追
加
し
、ト
ッ
プ
項
目
に

新
理
事
に
田
中
宏
清

瀬
商
工
会
長
、

信
山
重
弘
東
京
都
商

工
会
青
年
部
連
合
会

会
長
を
選
任

円滑に審議が進んだ第 50 回通常総会

　

加
藤
政
治
副
会
長（
東
大
和
市
会
長
）

が
閉
会
の
辞
を
述
べ
、
総
会
を
終
了
し
ま

し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
当
日
は
吉
澤
実
事
務
局

長
が
東
日
本
大
震
災
の
当
連
合
会
の
支
援
、

対
応
状
況
を
説
明
し
、
各
商
工
会
で
既
に

使
用
し
て
現
在
、
使
っ
て
い
な
い
簡
易
テ

ン
ト
一
式
、
折
り
た
た
み
机・パ
イ
プ
椅
子・

小
型
手
提
げ
金
庫
、
厚
手
の
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
の
拠
出
を
要
請
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
岩

手
、
宮
城
、
福
島
三
県
の
各
商
工
会
連
合

会
に
聴
き
取
り
を
し
、
支
援
要
望
の
あ
っ

た
も
の
で
す
。

　
そ
の
後
の
懇
親
会
で
来
賓
の
東
京
都
の

山
手
斉
産
業
労
働
局
商
工
部
長
は
挨
拶
を

し「
震
災
後
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
優
先
販

売
で
は
各
商
工
会
の
皆
様
に
も
お
世
話
に

な
っ
た
。
皆
様
の
力
は
本
当
に
大
事
だ
な

と
思
っ
た
」な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
関
東
経
済
産
業
局
長
表
彰

な
ど
の
表
彰
も
執
り
行
い
ま
し
た
。

挨拶をする桂敎夫会長

来賓挨拶をする山手斉
東京都産業労働局商工部長

　
　
　
、　　
　
　
が
贈
ら

れ
た
の
は
次
の
方
達
で
す

表
彰
状

感
謝
状

【
関
東
経
済
産
業
局
長
表
彰
】▽
優
良
女
性
部
＝
国

分
寺
市
女
性
部
▽
女
性
部
功
労
者
＝
廣
瀬
可
世
子

（
国
分
寺
市
女
性
部
長
）、田
中
悠
紀
子
（
三
宅
村

女
性
部
長
）

【
東
京
都
産
業
労
働
局
長
感
謝
状
】▽
役
員
功
労
者

＝
濱
仲
幸
弘（
国
分
寺
市
副
会
長
）、新
倉
久
雄（
日

野
市
副
会
長
）、加
藤
欽
司
（
武
蔵
村
山
市
副
会

長
）、加
藤
光
徳
（
日
の
出
町
副
会
長
）、鈴
木
政
五

地域の活性
化に一層の
健闘を呼び
掛け

桂会長�「
地
域
の
主
導
者
は

行
政
と
産
業
界
」
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経営の安定に向けた課題を解決します！！ 商工会にご相談下さい

郎（
東
大
和
市
理
事
）、森
川
秀
夫（
八
丈
町
理
事
）、

高
橋
渡（
稲
城
市
理
事
）、関
恒
美（
三
宅
村
理
事
）、

築
穴
宏（
三
宅
村
理
事
）、石
川
淳（
瑞
穂
町
理
事
）、

泉
信
行
（
東
村
山
市
監
事
）、谷
田
部
林
三
（
東
大

和
市
監
事
）

【
東
京
都
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰
】▽
役
員
功
労

者
＝
猪
熊
勇
一
（
小
平
会
長
）、内
山
健
治
（
国
立

市
会
長
）、石
井
泰
幸
（
三
鷹
副
会
長
）、込
山
雄
茂

（
国
分
寺
市
副
会
長
）、豊
田
二
夫
（
小
平
副
会
長
）、

竹
松
和
利
（
小
平
副
会
長
）、大
久
保
昌
弘
（
小
金

井
市
副
会
長
）、天
沼
武
夫
（
瑞
穂
町
副
会
長
）、山

縣
哲
治（
三
鷹
理
事
）、峯
岸
弘
行（
日
野
市
理
事
）、

望
月
正
人
（
小
金
井
市
理
事
）、天
野
久
徳
（
福
生

市
理
事
）、小
川
卓
雄
（
福
生
市
理
事
）、野
島
政
子

（
東
久
留
米
市
理
事
）細
渕
太
郎
（
東
村
山
市
理

事
）、南
塚
則
一（
東
大
和
市
理
事
）、鈴
木
光
男（
東

大
和
市
理
事
）、松
本
正
之
（
稲
城
市
理
事
）、根
本

裕
（
昭
島
市
理
事
）、加
藤
義
巳
（
日
野
市
監
事
）、

土
屋
祐
司
（
東
久
留
米
市
監
事
）、砂
原
十
郎
（
国

立
市
監
事
）

【
商
工
貯
蓄
共
済
新
規
加
入
成
績
優
良
商
工
会
表
彰
】

東
村
山
市
、三
宅
村
、神
津
島
村
、小
笠
原
村

【
商
工
会
等
職
員
永
年
勤
続
感
謝
状
】伊
藤
清
（
瑞

穂
町
）、吉
原
克
哉（
国
立
市
）、池
谷
主
税（
昭
島
市
）

田
た な か

中 宏
ひろし

（株）田中住宅設備

５月24日の総代
会で会長に就任
されました。

 私の力点（会長として力を入れること）

 「私は余暇をこう過ごします」

 「私は健康にこう気をつけます」

 私の大好物

まず第一に会員拡大に努めます。今、会員が
急激に減少しています。商工会の役割をきち
んと果たすためには組織が必要です。そのた
めの会員拡大が急務と考えます。

今までは日曜大工等を行っていましたが、こ
れからは色々な活動の中で知識の吸収に努
めたいと思います。

簡単な自己流の体操を毎日二十分程度、ま
た、サウナが好きなので自宅にサウナ室を
造り汗を流してます。

手打ちうどんをお袋が良く作ってくれまし
た。作ってくれたから好きになったのか、好
きだから作ってくれたのか。

1

2

3

4

新 商 工 会 長

商工会会長紹介

40
歳
過
ぎ
か
ら
50
歳
ま
で
の
青
年
部
Ｏ
Ｂ
を
正
会
員
に
東
京
都

商
工
青
年
同
友
会
を
発
足

清　瀬

小
作
敏
之 

氏

会
長
に

23
年
度
通
常
総
会
を
開
催

し
、本
格
的
活
動
を
開
始

　
東
京
都
商
工
会
青
年
部
連
合
会
を
卒
業

し
た
四
十
歳
過
ぎ
か
ら
五
十
歳
ま
で
の
青

年
部
Ｏ
Ｂ
を
正
会
員
に
し
た
東
京
都
商
工

青
年
同
友
会
の
設
立
総
会
が
こ
の
ほ
ど
開

か
れ
、
発
足
。
二
十
三
年
度
通
常
総
会
も

六
月
一
日
に
国
分
寺
駅
ビ
ル
の
Ｌ
ホ
ー
ル

で
開
催
、
本
格
的
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　
会
長
に
は
青
年
部
連
合
会
の
元
会
長
の

小
作
敏
之
氏
を
選

び
ま
し
た
。
同
友

会
の
設
立
は
全
国

で
三
十
三
番
目
に

な
り
ま
す
。
同
友
会
で
は
商
工
会
の
事
業

に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
年
に
二

回
の
割
合
で
勉
強
会
・
講
習
会
を
開
い
て

い
き
ま
す
。
四
十
一
歳
か
ら
五
十
歳
が
正

会
員
、
五
十
一
歳
以
上
が
賛
助
会
員
で
す
。

　
青
年
部
は
四
十
歳
で
原
則
卒
業
に
な
り

ま
す
。
そ
の
一
方
で
本
会
の
商
工
会
で
は

親
の
世
代
が
ま
だ
ま
だ
理
事
・
役
員
を
務

め
、
活
躍
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

卒
業
後
の
四
十
歳
過
ぎ
か
ら
五
十
歳
ま
で

の
世
代
は
活
動
の
出
番
が
無
く
、
商
工
会

組
織
か
ら
離
れ
気
味
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
同
友
会
は
こ
う
し
た
状
況
を
改
め
る
た

め
に
、
四
十
歳
過
ぎ
か
ら
五
十
歳
ま
で
の

商
工
会
活
動
の
活
躍
の
場
に
し
、
商
工
会

組
織
へ
の
帰
属
意
識
を
組
織
と
し
て
育
て
、

い
ず
れ
本
会
の
理
事
・
役
員
に
繋
い
で
い

こ
う
、
と
結
成
し
ま
し
た
。

　
通
常
総
会
で
は
来
賓
に
桂
敎
夫
当
連
合

会
会
長
、
長
谷
川
登
当
連
合
会
専
務
理
事
、

信
山
重
広
東
京
都
商
工
会
青
年
部
連
合
会

会
長
、
廣
瀬
可
世
子
東
京
都
商
工
会
女
性

部
連
合
会
会
長
ら
を
迎
え
、
二
十
三
年
度

事
業
計
画
、
会
則
の
変
更
な
ど
を
決
め
ま

し
た
。
挨
拶
で
小
作
会
長
は「
皆
様
の
お

力
を
借
り
て
同
友
会
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
」な
ど
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
祝
辞
を
桂
当
連
合
会
会
長
、
信
山
青
年

部
連
合
会
会
長
、
廣
瀬
女
性
部
連
合
会
会

長
の
三
人
が
述
べ
ま
し
た
。

小作敏之氏

　まだなんとかなる… もう少し頑張れば…と、事業を
続けているうちに事態はより深刻になり、傷口を大き
く広げていることが少なくありません。また、労使間の
トラブル、契約書等の解釈の食い違い、取引先とのトラ
ブル等諸問題について、事後的に対応するのではなく
事前に防止、回避することがリスク管理の上からも効
果的であり、重要であります。
　販売不振、手形の決済、債権の回収不能、法律問題等
日々、発生する諸問題について不安を生じたら、お早

めにお近くの商工会にご相談下さい。東京都商工会連
合会長が委嘱した商工調停士が親切、丁寧に対応致し
ます。
　22 年度は①今後の事業運営②債権の回収方法③
取引等に係る契約問題④労使間のトラブル⑤相続問
題⑥自己破産手続き⑦工事に係る補償問題⑧営業補
償⑨資金繰り―など合計３７件の相談があり、３０件
を弁護士、２件を社会保険労務士、５件を中小企業診
断士がそれぞれ応じています。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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東
京
都
商
工
会

女
性
部
連
合
会

経営革新計画
　
東
京
都
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
五
月

十
三
日
、
国
分
寺
駅
ビ
ル
の
Ｌ
ホ
ー
ル
で

第
四
十
四
回
通
常
総
会
を
開
き
、
任
期
満

了
に
伴
う
役
員
改
選
を
行
っ
た
結
果
、
新

会
長
に
小
金
井
市
商
工
会
青
年
部
の
信
山

重
広
氏
を
選
び
ま
し
た
。

　
信
山
新
会
長
は
就
任
の
挨
拶
で「
良
い
状

況
を
引
き
続
き
継
承
し
つ
つ
、
さ
ら
に
時

代
に
合
っ
た
形
の
よ
り
進
化
し
た
都
青
連

を
目
指
し
た
い
」と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
信
山
新
会
長
は
さ
ら
に
抱
負
で
、
進
化

し
た
都
青
連
へ
向
け
て
の
具
体
策
と
し
て

① 

若
手
後
継
者
育
成
事
業
の
活
動
環
境
の

向
上
②
部
員
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
③
玉

川
大
学
派
遣
講
師
事
業
の
発
展
―
の
三
点

に
重
点
を
お
き
た
い
、
と
話
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
役
員
改
選
の
ほ
か
に
①
平
成

二
十
二
年
度
事

業
報
告
・
収
支

決
算
②
平
成

二
十
三
年
度
事

業
計
画
案
及
び

収
支
予
算
案
③

平
成
二
十
三
年

度
会
費
の
額
及

び
払
込
方
法
―

の
三
議
案
を
上

程
、
い
ず
れ
も
満
場
一
致
で
承
認
を
得
ま

し
た
。

　
来
賓
に
は
桂
敎
夫
東
京
都
商
工
会
連
合

会
会
長
、
廣
瀬
可
世
子
東
京
都
商
工
会
女

性
部
連
合
会
会
長
、
長
谷
川
登
東
京
都
商

工
会
連
合
会
専
務
理
事
、
小
作
敏
之
東
京

信
のぶやま

山 重
しげひろ

広
  小金井市（ 商工会青年部 ）
つくば観光交通（株）

 会長に就任されたお気持ちを聞かせて下さい。

 どのような舵取りをしていきますか。

 どのような会社を経営しているのですか。

 余暇の過ごし方や趣味を聞かせて下さい。

震災後の大変厳しい状況で、会長を務めさせ
ていただく事になり、不安もありましたが、こ
んな時だからこそがんばろうと思い、決心しま
した。皆様、二年間よろしくお願い致します。

都青連の部員の皆さんと力を合わせ、未来に
繋がる進化した都青連を目指すため、先頭に
立ち、舵取りをしていきたいと思います。

小金井市で地元に根差し、タクシー、福祉タ
クシー、訪問介護、観光バス、旅行業を営ん
でおります。

余暇で時間があるときは、家族と過ごして
います。趣味は、映画や読書、ドライブ、旅行
へ行く事です。

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

会長が新しく就任した第 44 回通常総会

都
商
工
青
年
同
友
会
会
長
ら
が
出
席
。
代

表
し
て
挨
拶
に
立
っ
た
桂
東
京
都
商
工
会

連
合
会
会
長
は
商
工
会
が
取
り
組
む
東
日

本
大
震
災
へ
の
復
興
支
援
の
現
状
、
外
国

メ
デ
ィ
ア
の
報
道
な
ど
を
紹
介
、
そ
の
上

で「
全
て
が
再
出
発
す
る
と
い
う
の
が
今
日

の
日
本
の
状
況
だ
」と
の
認
識
を
示
し「
そ

の
時
の
再
出
発
の
一
番
、
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
な
る
の
は
君
達
だ
」と
述
べ
ま
し
た
。

新 都 青 連 会 長

都青連会長紹介

都
青
連
が
第
44
回
通
常
総
会
を
開
催

議
案
を
全
会
一
致
で
承
認

3

第
29
回
通
常
総
会
を
開
催

　

東
京
都
商
工
会
女
性
部
連
合
会
は
五

月
十
一
日
、
立
川
市
内
の
ホ
テ
ル
で
第

二
十
九
回
通
常
総
会
を
開
き
ま
し
た
。
総

会
に
は
①
平
成
二
十
二
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
②
二
十
三
年
度
事
業
計
画
・
収

支
予
算
書
③
二
十
三
年
度
会
費
の
額
及
び

払
込
方
法
―
の
三
議
案
を
上
程
、
全
て
に

つ
い
て
全
会
一
致
で
承
認
を
得
ま
し
た
。

二
十
四
商
工
会
女
性
部
か
ら
百
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
議
事
の
進
行
に
先
立
ち
廣
瀬

可
世
子
会
長
が
挨
拶
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
者
に
お
見
舞
い
を
述
べ
、
そ
の
上

で「
こ
う
い
う
時
こ
そ
地
域
振
興
発
展
の

良
き
協
力
者
で

あ
る
商
工
会
女

性
部
と
い
う
言

葉
を
再
確
認
し
、

一
致
団
結
し
て

私
達
の
力
で
疲

弊
し
た
街
を
ど

う
に
か
し
て
い

き
た
い
」
と
新

た
な
決
意
を
示
し
ま
し
た
。
さ
ら
に「
そ

れ
に
は
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
」
と
部
員

へ
の
協
力
も
求
め
ま
し
た
。

　
議
事
に
つ
い
て
は
あ
き
る
野
商
工
会
女

性
部
部
長
の
田
嶋
加
代
子
さ
ん
を
議
長
に

選
び
、
進
行
し
ま
し
た
。

　
来
賓
に
は
桂
敎
夫
東
京
都
商
工
会
連
合

会
会
長
、
田
中
俊
典
東
京
都
商
工
会
青
年

部
連
合
会
会
長
、
長
谷
川
登
東
京
都
商

工
会
連
合
会
専
務
理
事
が
出
席
し
ま
し

た
。
代
表
し
て
挨
拶
に
立
っ
た
桂
会
長
は

四
月
に
行
わ
れ
た
東
京
都
知
事
選
、
地
方

首
長
選
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
を
取
り
上

げ
ま
し
た
。東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て「
被

災
し
た
人
た
ち
を
応
援
し
な
け
れ
ば
だ
め

だ
」
と
強
く
訴
え
る
一
方
、
命
を
賭
し
て

救
助
し
た
人
達
が
沢
山
い
た
こ
と
に「
日

本
人
っ
て
凄
い
な
と
思
っ
た
。
新
し
い
希

望
を
も
ら
っ
た
」な
ど
と
話
し
ま
し
た
。

　
二
十
三
年
度
は
組
織
の
拡
充
強
化
を
筆
頭

に
全
部
で
十
三
の
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

大勢の参加があった第 29 回通常総会

新
会
長
に
小
金
井
市
商
工
会
青
年
部
の
信
山
重
広
氏
を
選
任
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「経営革新計画」のご相談・お問い合わせは最寄りの商工会・商工会連合会へ
「経営革新計画」の承認により事業資金や税制などに対する支援を受けることができるようになります。

「
色
々
と
繋
が
り
が
で
き
る
引
き
金
」、

「
こ
と
に
当
た
る
時
に
話
も
相
手
に
通
じ
易
い
」

　
当
社
に
は
人
に
見
せ

て
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
も

の
が
無
い
。あ
れ
ば
全

く
知
ら
な
か
っ
た
人
達

と
も
接
点
が
で
き
る
。

こ
れ
で
優
秀
な
人
に
会
社
に
入
っ
て
戦
力
に
な
っ
て

も
ら
う
こ
と
も
で
き
る
。

　
今
の
日
本
に
は
お
客
さ
ま
が
考
え
て
い
る
こ
と
を

受
け
止
め
て
モ
ノ
を
つ
く
れ
る
人
が
物
凄
く
少
な
く

な
っ
て
い
る
。優
秀
な
人
材
が
集
ま
る
大
企
業
は
「
だ

け
を
や
れ
ば
良
い
」と
い
う
世
界
に
な
っ
て
い
る
。こ

れ
で
は
将
来
を
背
負
っ
て
く
れ
る
人
は
育
た
な
い
し
、

日
本
は
沈
む
一
方
だ
。こ
れ
を
変
え
る
よ
う
に
し
た

い
。こ
れ
は
起
業
し
た
時
か
ら
の
将
来
に
向
け
て
の
私

の
大
き
な
夢
で
す
。

　
初
め
て
の
自
社
製
品
開
発
と
な
る
今
度
の
計
画
は

そ
う
し
た
こ
と
へ
の
第
一
歩
。こ
の
よ
う
に
大
き
な
夢

を
懸
け
て
い
る
。目
の
前
の
狙
い
は
経
営
を
安
定
さ
せ

る
こ
と
。こ
れ
ま
で
は
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
か
ら
注
文

を
受
け
て
映
像
・音
響
機
器
や
情
報
記
録
装
置
の
受
託

設
計
を
行
っ
て
き
た
。

　
当
社
は
こ
の
受
託
設
計
と
い
う
性
格
か
ら
一
つ
の

も
の
に
集
中
し
て
仕
事
を
し
た
ら
会
社
の
規
模
が
小

さ
い
の
で
他
の
仕
事
を
と
て
も
受
け
ら
れ
な

い
。ま
た
、そ
の
仕
事
が
終
わ
る
と
仕
事
が
無

い
状
態
が
発
生
、次
の
仕
事
ま
で
に
間
が
で
き

て
い
た
。経
営
を
自
社
製
品
を
開
発
す
る
こ
と

で
安
定
を
さ
せ
た
い
と
考
え
た
わ
け
で
す
。

　
製
品
開
発
の
キ
ッ
カ
ケ
は
販
売
店
の
「
安

け
れ
ば
売
れ
る
」と
い
う
言
葉
で
し
た
。非
圧

縮
型
は
多
く
は
輸
入
品
で
、価
格
も
二
千
万
か
ら
一
千
万

円
と
高
い
。そ
れ
と
比
べ
て
圧
縮
型
は
色
々
な
ノ
イ
ズ
が

発
生
、解
像
度
、鮮
明
さ
で
劣
る
。価
格
も
非
圧
縮
と
比
べ

て
安
い
。一
方
で
テ
レ
ビ
な
ど
機
器
に
よ
り
色
々
な
機
能

が
出
て
く
る
と
、テ
ス
ト
発
生
信
号
機
に
は
静
止
画
や
圧

縮
動
画
で
は
な
く
、非
圧
縮
に
よ
る
キ
チ
ン
と
し
た
動
画

が
欲
し
い
と
い
う
ふ
う
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

　
当
社
は
Ｃ
Ｐ
Ｕ（
中
央
演
算
処
理
装
置
）や
Ｆ
Ｐ
Ｇ
Ａ

（
フ
ィ
ー
ル
ド
・プ
ロ
グ
ラ
マ
ブ
ル
・ゲ
ー
ト
・ア
レ
イ
）

と
い
っ
た
Ｉ
Ｃ
（
集
積
回
路
）に
「
ど
う
い
う
動
作
を
し

な
さ
い
」と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
つ
く
り
込
み
を
し
て

い
る
。そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か
し
た
使
い
分
け
が
得

意
。こ
の
技
術
を
生
か
し
て
開
発
を
目
指
し
て
い
る
。

　
価
格
の
目
標
は
二
千
万
―
一
千
万
円
し
て
い
る
も
の

を
半
値
に
す
る
こ
と
。需
要
先
は
同
業
他
社
と
な
る
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
機
器
メ
ー
カ
ー
、放
送
局
な
ど
。発
売

の
時
期
は
来
年
の
春
を
目
標
に
し
て
い
る
。開
発
し
た

構
成
モ
ジ
ュ
ー
ル
は
、部
品
で
の
需
要
も
期
待
し
て
お

り
、こ
の
形
で
販
売
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

　
こ
の
自
社
製
品
開
発
に
つ
い
て
は
助
成
金
制
度
を
生

か
し
て
行
お
う
と
考
え
た
。そ
の
結
果
と
し
て
経
営
革

新
計
画
に
行
き
着
い
た
。経
営
革
新
計
画
が
、人
と
人
と

の
繋
が
り
の
引
き
金
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
有
り
難

い
。ま
た
、革
新
計
画
の
制
度
を
知
っ

て
い
る
会
社
が
多
い
の
で
何
か
こ
と

に
当
た
る
時
に
相
手
に
話
が
通
じ
易

い
で
す
。

（
東
京
都
国
立
市
東
１
‐
４
‐
６
、

国
立
商
協
ビ
ル

305
号
、

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
４
２・５
０
５・６
２
７
２
）

代表取締役
田靡 範明 氏

受託設計をしている
回路と電子機器

わが社の躍進を目指して
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

映画撮影・編集向け非圧縮業務用３Ｄビデオレコーダの開発

経営革新計画
㈱タナビキ

人
事
交
流

（
６
月
１
日
）
▽
国
分
寺
市
・
経
営
指
導

員
（
国
分
寺
市
・
記
帳
相
談
員
）
吉
田
直

哉
▽
国
分
寺
市
・
記
帳
相
談
員
（
採
用
）

沖
田
学【
退
職
】（
５
月
31
日
）国
分
寺
市・

経
営
指
導
員 

設
楽
正
広

　　　　　　 　商工会、当連合会が「小規模事業者のための   
　　　　　　  　 トラブル防止ガイドブック」を頒布しています

ぜひ、お役立て下さい！！
　
事
業
で
の
ト
ラ
ブ
ル
は
避
け
た
い
で

す
し
仮
に
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
て
も
何
と

か
負
担
を
少
な
く
し
て
解
決
し
た
い
も

の
で
す
―
。
当
連
合
会
は
こ
う
し
た
声

に
こ
た
え
よ
う
と
「
小
規
模
事
業
者
の

た
め
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
を
作
成
、
希
望
す
る
事
業
者
の
皆

様
に
頒
布
を
始
め
ま
し
た
。
手
に
入
れ

た
い
方
は
最
寄
り
の
商
工
会
、
ま
た
は

連
合
会
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
無

料
で
お
渡
し
し
ま
す
。

　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
皆
様
に
ご
利
用
い

た
だ
く
こ
と
を
主
眼
に
編
集
を
し
ま
し

た
。
こ
の
た
め
ガ
イ
ド
で
は
事
業
者
の

皆
様
か
ら
実
際
に
相
談
が
多
い
も
の
を

事
例
と
し
、
こ
の
事
例
ご
と
に
弁
護
士

や
中
小
企
業
診
断
士
等
の
専
門
家
が
解

説
す
る
形
を
取
り
ま
し
た
。
ま
た
、
知

り
た
い
こ
と
が
直
ぐ
に
分
か
る
よ
う
に

と
分
野
ご
と
に
事
例
を
掲
載
す
る
形
に

し
ま
し
た
。
分
野
と
し
て
は
「
契
約
」、

「
債
権
」、「
知
的
財
産
」、「
経
営
」、「
労

務
」、「
金
融
」、「
取
引
」、「
税
務
会

計
」
の
八
つ
。
事
例
に
つ
い
て
は
全
部

で
四
十
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
Ａ
５

版
、
八
十
三
頁
で
す
。

「小規模事業者のためのト
ラブル防止ガイドブック」
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大特集 8月▶9月多摩・島しょ地域のイベント

70 再生紙を使用しています。

Part

39
日程 イベント名 会場 内容 主催者・問合せ先

８
月

1日（月）〜8月31日（水） レンゲショウマまつり
（青梅市） 御岳山富士峰園地ほか レンゲショウマの観察会、フォトコンテストなど

一般社団法人青梅市
観光協会事務局
0428-24-2481

4日（木）〜　7日（日） 第 61 回福生七夕まつり
（福生市）

福生駅西口駅前通り・
銀座通り

福生駅西口駅前を中心に豪華な七夕飾りが商店
街を彩り、七夕織姫コンテスト、市民模擬店な
どさまざまなイベントが行われます

福生七夕まつり実行委員会
042-551-1699

6日（土）
第 6 回小平グリーンロード

「灯りまつり」
（小平市）

小平グリーンロード
（中央公園他）

手作りの灯ろうを参加者が各会場に持ち寄り飾
るイベントで、夜の小平グリーンロードを彩り
ます

小平市産業振興課
042-346-9581

6日（土） 大賀ハス観蓮会
（羽村市）

根がらみ前水田大賀ハス
植栽地

（羽村市羽中 4-15）

根搦み前水田では、約 2000 年前のハスの実か
ら咲いた大賀ハス（古代ハス）が、７月下旬か
ら８月上旬にかけての早朝に大輪の花を咲かせ
ます。観蓮会では、蓮の葉にそそいだお酒を茎
から飲む荷葉杯のほか、葉蓋のお手前による野
点を行う予定です

羽村市観光協会
042-555-9667

6日（土） 第 9 回あきる野夏まつり
（あきる野市） 

JR 秋川駅北口駅前大通り
周辺区

模擬店、流し踊り、神輿、囃子パレード、各種
ステージショー

あきる野夏まつり運営委員会
（あきる野市商工観光課内）
042-558-1867

10日（水） 観音様の夜店
（新島村） 観音様境内下 新島の夏の風物詩の夜祭り。出店も多数あり

村おこし実行委員会
（新島村商工会）
04992-5-1167

13日（土） 第 38 回とうろう流し
（あきる野市） リバーサイドパーク一の谷 約 800 基のとうろうを清流秋川に奉流し先祖の

供養を行う
あきる野市観光協会秋川支部

（あきる野市商工観光課内）
042-558-1867

13日（土）
第 15 回みずほ

サマーフェスティバル
（瑞穂町）

（※計画停電の際は中止の場合あり）

瑞穂町役場西側通り 流し踊りコンクール、模擬店、武州唐獅子太鼓
ほか

瑞穂町観光協会
042-557-3389

13日（土）
※ 荒天等の場合、14日（日）に順延     

奥多摩納涼花火大会
（奥多摩町）

打上場所 : 愛宕山山頂広場
観覧場所 : 奥多摩駅周辺にて

昭和 53 年から有志の実行委員会で実施をされ
てきた奥多摩納涼花火大会を今年も開催します

奥多摩納涼花火大会実行委員会事務局
（奥多摩町役場 観光産業課内）
0428-83-2295　

13日（土）〜14日（日） 第 32 回伊豆大島夏まつり
（大島町） 大島町元町

13 日 : 花火大会 880 発
13 日〜 14 日　縁日
55 店舗の屋台が並ぶ
ゲーム等盛り沢山　　　　　　

大島町商工会
04992-2-3791

20日（土）
五日市百日紅（サルスベリ）

祭り
（あきる野市）

五日市地域檜原街道沿い
街道沿いの百日紅樹木の照明、風鈴設置、流し
踊り、クイズラリー、フリーマーケット他各種
イベント　

五日市活性化戦略委員会
あきる野市地域産業推進室内
042-558-1262

20日（土）〜31日（水） ひまわりフェスティバル
（清瀬市）

清瀬市下清戸 3 丁目地区
の農地 ひまわり観賞と農産物の直売

清瀬市農ある風景を守る会
清瀬市
042-492-5111

20日（土）〜21日（日） 払沢の滝ふるさと夏まつり
（檜原村）

払沢の滝、檜原村小学校
周辺

日本の滝百選「払沢の滝」等のライトアップ、郷
土芸能、村特産品販売、花火

檜原村観光協会
042-598-0069

20日（土）〜21日（日） 第 44 回三鷹阿波踊り
（三鷹市） 三鷹南口駅前商店街 三鷹の夏の風物詩「三鷹阿波踊り」

三鷹阿波踊り振興会
0422-49-3111

（事務局：三鷹商工会）

26日（金）〜28日（日）
第 25 回大島親善

少年野球大会
( 大島町）

大 島 町 内　　　　　　　
小中学校グラウンド

東京都・千葉県・神奈川県・静岡県より強豪チー
ムが熱戦を繰り広げる

大島観光協会
04992-2-2177

27日（土） 第 9 回ヨルイチ
（あきる野市）

JR 武蔵五日市駅前から小
中野地区の檜原街道沿い他

歴史と伝統の五日市の懐かしい市。人力車運行、
あかりスタンド、和をテーマにしたイベント。
震災節電等により縮小予定あり

ヨルイチ実行委員会
080-2349-2540

27日（土）
第 33 回武蔵村山市
観光納涼花火大会

（武蔵村山市）
野山北公園運動場 花火打上げ、アトラクション、模擬店

武蔵村山市観光納涼花火大会
実行委員会
042-560-1327

30日（火）〜9月4日（日）
JPSA オールジャパン
プロサーフィン大会

（新島村）
羽伏浦海岸 プロサーフィンの大会 新島村産業観光課

04992-5-0240

9
月

3日（土）
第 10 回

稲城阿波おどり大会
（稲城市）

弁天通り・ランド駅北通り・
京王よみうりランド駅前
広場

招待連・地元連が阿波おどりを披露する 稲城市商店会連合会
042-377-1696

11日（日）
2011

「青少年のための科学の祭典」
東京大会 in 小金井

（小金井市）

東京学芸大学小金井
キャンパス 楽しくやさしい科学の実験や展示（100 ブース） 科学の祭典実行委員会

090-7944-1900

24日（土）〜25日（日）
第 11 回

はむらふるさと祭り
（羽村市）

JR 青梅線小作駅東口周辺
小作駅東口が、よさこいソーランをはじめとし
たさまざまな踊り、和太鼓演奏等で盛り上がり
ます。会場では、焼きそばやたこ焼き、おもちゃ
等の模擬店も並びます

（主催）
はむらふるさと祭り実行委員会

（問い合わせ）
羽村市産業活性化推進室商工業振興係
042-555-1111

25日（日）
東大和市商工会青年部
ウォーキングイベント

2011
（東大和市）

＜受付＞
東大和市駅前集合
9:00 ～ 11:00
※当日受付

＜コース＞
東大和市駅～野火止用水～狭山公園～多摩湖堰
堤～郷土博物館～上北台駅（立野西公園）
※模擬店等あり

東大和市商工会青年部
（事務局：東大和市商工会）
042-562-1131

念のため主催者に問い合わせをして日にち、会場をご確認の上、お出掛け下さい。


